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（屋号による記載） 

【答】  

適格請求書に記載する名称については、例えば、電話番号を記載するなどし、適格請求書を

交付する事業者を特定することができれば、屋号や省略した名称などの記載でも差し支えあり

ません。 

 

（記号、番号による適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号の記載） 

【答】  

適格請求書には、「適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号」の記載が必要となり

ます（消法57の４①一）。 

登録番号と紐付けて管理されている取引先コード表などを適格請求書発行事業者と相手先の

間で共有しており、買手においても取引先コードから登録番号が確認できる場合には、取引先

コードの表示により「適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号」の記載があると認

められます。したがって、貴社の請求書は、適格請求書の記載事項を満たすことになります（基

通１－８－３）。 

なお、売手が適格請求書発行事業者でなくなった場合は、速やかに取引先コード表を修正す

る必要があるほか、事後的な確認を行うために、売手が適格請求書発行事業者である期間が確

認できる措置を講じておく必要があります。 

 

  

問 55 適格請求書に記載する名称は屋号も認められますか。【令和５年 10 月改訂】 

問 56 当社は、名称に代えて、取引先と共有する取引先コード（取引先コード表により当社の名

称等の情報を共有しています。）を請求書に記載しています。 

取引先コードの内容に登録番号を追加することにより、適格請求書の記載事項を満たすこ

とになりますか。【令和５年 10 月改訂】 


